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ネ
ッ
ト
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q
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け
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紹
介
と
批
評

は
　、

お
q
o
o
●

現
在
ロ
ン
ド
ン
大
學
に
お
い
て
、
法
制

史
の
講
座
を
捲
當
す
る
教
授
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
、
彼
は
、
有
名
な
法
制
史

學
者
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
7
ミ
●
蜜
巴
自
即
民
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
、
ケ
ム

ブ
リ
ヅ
ヂ
大
學
・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
記
念
財
團
コ
≦
・
蜜
讐
包
即
昌
山
竃
①
営
o
巳
毘

蜀
ロ
民
の
主
催
し
た
、
記
念
講
演
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
六
日
間
に
わ
た
り
、

講
演
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
著
作
は
、
こ
の
際
行
わ
れ
た
、
六
つ
の
演
読

を
、
一
珊
の
本
に
ま
と
め
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
の
冒
頭
に

掲
げ
ら
れ
た
、
「
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
法
お
よ
び
歴
史
に
關
す
る
見
解
」
と
題
す
る

一
文
は
、
既
に
、
b
帥
毒
£
轟
詳
Φ
艮
『
閃
Φ
三
①
巧
誌
上
に
、
護
表
を
み
て
い
る

が
、
他
の
五
つ
の
論
文
は
、
い
ず
れ
も
、
今
同
始
め
て
公
刊
さ
れ
た
、
斬
新
な

文
章
で
あ
る
。

　
一
　
「
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
法
お
よ
び
歴
史
に
關
す
る
見
解
」
と
題
す
る
一
章

に
お
い
て
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
ま
ず
、
偉
大
な
法
制
史
學
者
、
メ
イ
ト
ラ
ソ

ド
の
、
不
朽
の
作
品
を
、
現
代
の
立
場
か
ら
、
再
評
傾
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て

い
る
。

　
中
世
英
國
の
蕪
園
に
關
す
る
研
究
に
お
い
て
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
、
所
謂
、

古
典
學
派
の
始
組
の
一
人
と
し
て
、
ユ
ニ
イ
ク
な
立
場
を
築
き
上
げ
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
彼
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
古
典
學
派
の
立
論

は
、
新
し
い
史
實
の
考
謹
に
基
づ
き
、
コ
ス
ミ
ソ
ス
キ
P
＞
●
ズ
8
≡
霧
釜
芦

ポ
ス
タ
ン
冒
。
蜜
．
剛
8
訂
昌
と
い
つ
た
學
者
達
に
よ
り
、
彊
く
批
判
さ
れ
る

に
至
つ
た
。
こ
の
事
實
は
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
作
品
の
學
問
的
僧
値
を
、
い
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
（
八
二
七
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
詐

さ
か
な
り
と
も
殿
損
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
メ
イ

ト
ラ
ン
ド
の
言
葉
を
引
照
し
つ
つ
、
こ
れ
こ
そ
、
事
實
の
考
謹
に
止
ま
ら
ず
、

中
世
英
國
の
蕪
園
と
い
つ
た
、
制
度
的
滑
革
の
碍
究
に
、
先
鞭
を
つ
け
た
者

の
、
営
然
豫
期
す
べ
き
結
果
で
あ
つ
た
と
評
し
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
お
け
る

先
畳
者
で
あ
る
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
勇
氣
と
、
慧
眼
と
に
封
し
、
よ
り
大
き
な

電
敬
を
梯
い
、
賞
讃
の
言
葉
を
邊
つ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
我
々
が
、
想
い
起
す
べ
き
こ
と
に
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
文
髄
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
學
者
に
み
ら
れ
る
如
き
、
古
典
文
學
の
流
れ

を
く
む
、
特
定
の
形
と
い
つ
た
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
メ
イ
ト

ラ
ン
ド
の
關
心
は
、
文
章
の
形
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
の
基
礎
を
形
造
る
、
用

語
の
選
揮
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
よ
く
選
ば
れ
た
用
語
を

縦
横
に
駆
使
し
つ
つ
、
明
確
に
し
て
、
印
象
深
い
論
文
を
、
次
々
と
著
わ
し
て

行
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
筆
に
な
る
と
こ
ろ
は
、
あ
た
か
も
口
に
乗
せ
ら
れ
た

言
葉
の
如
く
、
流
暢
に
し
て
、
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
つ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
又
か
く
あ
つ
て
こ
そ
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
、
そ
の
一
生
の
間
に
、
U
o
日
2
－

鼠
嘱
国
8
胃
弩
画
国
2
。
鼻
O
。
屋
葺
昌
。
猛
一
霞
9
0
螢
田
9
0
昌
。
賄

国
け
駐
駐
げ
　
■
曽
詞
等
の
名
著
を
含
む
、
敷
々
の
作
品
の
出
版
を
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
八
八
年
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
、
母
校
、
ヶ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
大
學
の
教
授
に

就
任
し
た
。
彼
砿
、
こ
の
時
、
「
何
故
英
法
の
歴
史
は
書
か
れ
な
い
の
か
」
と
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八
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題
す
る
記
念
講
演
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
今
も
し
、
我
々
が
、
こ
の
演
読
を
か

え
り
み
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
そ
こ
に
綴
ら
れ
た
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

に
、
不
可
思
議
の
念
を
抱
か
ず
に
は
お
ら
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
後
に
、

英
國
法
制
史
の
灌
威
と
唱
わ
れ
た
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
講
演
の
中
で
、

英
國
法
制
史
研
究
の
現
状
に
封
す
る
、
不
信
の
念
と
、
叉
、
こ
の
分
野
の
研
究

の
將
來
に
封
す
る
、
悲
観
的
な
観
測
と
を
、
か
く
そ
う
と
も
し
な
か
つ
た
。
プ

ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
こ
れ
を
、
一
方
に
お
い
て
、
當
時
の
英
法
の
混
迷
し
た
理
論

に
、
ま
た
他
方
に
お
い
て
、
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
の
歴
史
家
と
し
て
の
未
熟
さ
に
求

め
て
、
批
判
し
て
い
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
批
到
を
受

け
た
、
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
の
講
演
の
内
容
を
要
約
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
メ
イ

ト
ラ
ン
ド
は
、
歴
史
と
は
、
諸
國
家
の
歴
史
の
比
較
研
究
に
お
い
て
書
か
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
提
言
す
る
。
し
か
る
に
英
法
は
、
英
國
の
土
壌
の
上
に
、
諸

外
國
の
法
制
と
は
濁
立
し
て
成
長
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
自
己
の

濁
特
な
法
律
制
度
の
知
識
し
か
持
た
な
い
、
英
國
の
法
學
者
に
、
英
國
法
制
史

の
解
明
を
要
求
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
第
二
に
、
英
國
の
法
律
家
に
は
、

先
例
拘
束
性
の
枠
の
中
で
仕
事
を
す
る
以
上
、
過
去
の
裁
到
の
歴
史
の
研
究
を

必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
そ
こ
に
護
見
す
る
も
の
は
、
歴
史

家
の
必
要
と
す
る
如
き
、
奮
い
到
決
の
眞
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
そ

れ
が
、
長
い
年
月
の
間
に
、
如
何
に
解
羅
さ
れ
、
権
威
づ
け
ら
れ
て
來
た
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

い
う
論
理
で
あ
り
、
定
読
き
O
q
臣
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド



は
、
英
國
の
法
律
と
、
英
國
の
法
制
史
と
は
、
そ
の
研
究
の
素
材
に
お
い
て

も
、
方
法
に
お
い
て
も
、
叉
そ
の
論
理
に
お
い
て
も
、
相
容
れ
ぬ
も
の
を
持
つ

て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
爾
者
の
完
成
を
、
一
人
の
法
律
家
、
も
し
く
は
、
一

人
の
歴
史
家
に
求
め
る
こ
と
は
、
事
實
上
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
本
章
に
お
い
て
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
右
の
如
き
考
え
方
が
、
根
本
的
に
誤

ま
つ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
の
研
究
と
、
歴
史
の

研
究
と
が
、
そ
の
素
材
、
方
法
そ
し
て
論
理
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
疑
い
を
さ
し
は
さ
む
飴
地
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
、

よ
い
法
制
史
家
が
、
よ
き
法
律
家
た
り
得
ず
、
叉
よ
い
法
律
家
が
、
よ
き
法
制

史
家
た
り
得
な
い
と
結
論
す
る
こ
と
は
、
時
期
碕
早
で
あ
る
。
事
實
、
も
し
こ

の
提
言
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
英
國
法
制
史
に
お
け
る
、
ヴ
ノ

グ
ラ
ド
フ
く
甘
o
鴨
毘
o
崩
や
、
ま
た
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
自
身
の
存
在
を
、
い
か

に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
法
律
家
は
、
歴
史
家
の
專
門
領
域

に
立
入
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
提
言
に
も
、
一
つ
の
大

き
な
誤
ま
り
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
人
の
法
律
家
が
、
法
制
史
の
研
究
を
企
て

る
と
き
、
彼
は
、
歴
史
家
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
研
究
分
野
は
、

法
制
史
で
あ
る
が
故
に
、
決
し
て
、
既
存
の
歴
史
學
の
研
究
領
域
と
、
重
複
を

み
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
法
制
史
と
は
、
法
律
學
と
も
、

ま
た
從
來
の
歴
史
學
と
も
異
つ
た
、
新
し
い
第
三
の
研
究
分
野
を
意
味
す
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
の
生
涯
は
、
以
上
の
如
き
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
の
批
判
が
、
當

を
得
た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を
謹
明
し
て
飴
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
、
一
八
八
八
年
の
懐
疑
的
な
言
葉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
も
な
く
、
セ
ル
デ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
i
ω
①
罷
雲
ω
8
冨
ぞ
を
設
立
し
、

奮
い
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
吋
①
鶏
国
8
訂
の
編
纂
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

一
八
九
〇
年
代
に
は
、
U
o
目
①
亀
貰
ω
8
犀
㊤
民
ω
薯
8
斜
時
o
署
畠
匿
b

即
邑
ω
8
8
範
・
と
い
つ
た
、
籔
多
く
の
法
律
経
濟
史
上
の
名
著
を
著
わ
し
た
。

我
々
は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
イ
ヤ
！
・
ブ
ッ
ク
ス

に
集
録
さ
れ
た
到
例
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
不
法
侵
害
霞
Φ
o
Q
b
器
ω
の
概
念
を
求

め
る
法
律
家
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
中
に
、
立
派
な
歴
史
家
と
し
て
の
成
長
の
跡
を

見
う
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
法
と
歴
史
と
に
關
す
る
見
解
の
攣
化

は
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
自
身
、
明
ら
か
に
意
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
プ
ラ
ク

ネ
ッ
ト
は
、
こ
の
融
に
着
目
し
、
一
八
九
五
年
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
が
、
有
名
な

霞
9
0
昌
9
国
昌
胆
一
浮
b
即
妻
を
公
刊
し
た
と
き
、
彼
は
、
具
礎
的
な
法
制

史
を
、
人
間
の
ド
グ
マ
に
満
ち
た
生
活
と
働
き
と
の
う
ち
に
と
ら
え
よ
う
と
し

て
い
た
、
と
読
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
時
に
及

び
、
始
め
て
、
所
謂
制
度
的
な
歴
史
の
研
究
か
ら
腕
却
し
、
法
制
史
の
事
實

を
、
論
理
的
な
抽
象
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
血
の
通
つ
た
自
然
人

と
し
て
の
立
場
か
ら
説
明
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

初
期
の
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
が
抱
い
て
い
た
、
法
と
歴
史
と
の
概
念
の
混
同
は
一
掃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
（
八
二
九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

さ
れ
、
叉
、
法
制
史
家
と
、
歴
史
家
と
の
間
の
想
像
上
の
衝
突
は
、
全
く
そ
の

お
そ
れ
の
な
い
こ
と
が
立
謹
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
事
實
、
晩
年
の
メ
イ
ト
ラ
ン

ド
は
、
自
ら
9
目
再
疑
鴨
旨
9
0
醤
宙
9
0
H
『
に
原
稿
を
寄
せ
、
ま
た
ア

ク
ト
ン
ト
9
曾
の
後
を
纏
い
で
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
大
學
・
近
代
史
學
の
教
授

に
も
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　
か
く
て
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
、
そ
の
生
涯
を
通
じ
、
自
ら
築
い
た
、
法
律
と
、

法
制
史
と
の
間
の
障
害
を
切
り
開
く
こ
ど
に
成
功
し
た
。
し
か
し
我
々
は
、
こ

れ
に
關
蓮
し
て
爲
さ
れ
た
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
第
三
の
提
言
、
す
な
わ
ち
、
「
法

制
史
を
し
て
、
現
行
法
上
の
定
読
8
覧
即
の
し
も
べ
た
ら
し
め
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
言
葉
が
、
今
日
も
な
お
、
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
事
實
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ニ
　
ヘ
ソ
リ
イ
一
世
の
治
世
の
中
葉
、
一
一
コ
ニ
年
か
ら
一
一
一
八
年
に
か

け
て
、
英
國
に
は
、
い
く
つ
か
の
法
律
書
が
現
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
頃
、

何
人
か
の
法
律
家
は
、
お
互
に
蓮
繋
を
保
ち
つ
つ
、
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
法

を
、
ノ
ル
マ
ン
王
朝
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
、
再
述
し
よ
う
と
試
み
た
の

で
あ
る
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
「
英
法
の
奮
い
文
献
」
と
題
す
る
、
本
書
の
第

二
章
に
お
い
て
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
法
律
書
の
中
で
、
最
も
早
期
に
書
か
れ
、

か
つ
重
要
と
も
考
え
ら
れ
る
、
「
ヘ
ン
リ
イ
一
世
の
法
」
b
o
騎
2
缶
Φ
日
試

b
甑
琶
一
に
つ
い
て
読
明
す
る
。
こ
の
本
は
、
そ
の
巻
頭
に
、
ヘ
ン
リ
イ
一
世
の

戴
冠
式
憲
章
o
R
o
轟
註
曾
O
蜜
詳
霞
を
掲
げ
て
い
る
故
に
、
そ
の
名
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
　
（
八
三
〇
）

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
ノ
ー
マ
ソ
征
服
以
前
に

遡
り
、
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
≦
Φ
器
①
き
　
マ
ー
シ
ャ
旨
霞
O
貯
℃
デ
イ
ソ
　
U
Ω
o
β
Φ

等
、
い
わ
ゆ
る
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ソ
時
代
の
三
つ
の
王
國
の
法
を
、
ロ
ー
マ

法
・
カ
ノ
ン
法
・
フ
ラ
ン
ク
法
等
を
あ
る
程
度
参
照
し
な
が
ら
、
一
務
の
本
に

ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
本
書
の
著
者
は
、
ノ
ル
マ

ン
王
朝
の
時
代
に
あ
つ
て
、
何
故
、
こ
の
よ
5
な
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
古

法
の
解
読
書
を
刊
行
す
る
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
理
解

す
る
た
め
、
我
々
は
、
営
時
の
政
治
情
勢
に
封
し
、
理
解
の
眼
を
向
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
當
時
、
征
服
者
・
ノ
ル
マ
ン
人
と
、
被
征
服
者
ア

ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
と
は
、
未
だ
英
國
の
各
所
に
お
い
て
、
籔
々
の
紛
雫
を

く
り
ひ
ろ
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
ヘ
ン
リ
イ
一
世
の
法
」
の
著
者
は
、
反
ノ

ル
マ
ソ
系
の
一
法
律
家
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
彼
は
、
　
エ
ド
ワ
ー
ド
繊
悔
王
の

時
代
、
す
な
わ
ち
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ソ
法
の
黄
金
時
代
を
懐
し
み
な
が

ら
、
本
書
の
筆
を
走
ら
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
ラ
テ
ソ

語
の
文
章
が
拙
く
、
法
律
書
の
編
集
に
も
ふ
な
れ
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
、
「
ヘ

ン
リ
イ
一
世
の
法
」
は
、
從
來
、
英
國
の
法
律
書
中
、
最
も
讃
み
に
く
い
著
作

の
叫
つ
に
籔
え
あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
本
章
に
お
い
て
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
右
の
如
き
籔
々
の
制
約
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
ヘ
ン
リ
イ
一
世
の
法
」
を
、
英
國
に
お
い
て
、
始
め
て
著
わ
さ
れ
た
、

土
着
法
の
法
律
書
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
償
値
を
高
く
評
贋
し
、
叉
、
そ
の
著



者
に
封
す
る
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
、
左
の
如
き
讃
羅
を
引
用
し
て
い
る
。

　
「
彼
は
全
く
新
し
い
仕
事
に
從
事
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
ロ
ー
マ
法
で

　
も
、
カ
ノ
ン
法
で
も
な
い
法
律
の
註
繹
書
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
彼
が
、
一

　
二
八
年
も
の
早
期
に
、
法
律
書
を
著
す
べ
き
と
考
え
た
こ
と
は
、
大
き
な

　
功
績
で
あ
る
。
」

　
十
二
世
紀
の
末
葉
（
一
一
八
七
年
と
も
又
そ
の
前
後
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）
、

「
グ
ラ
ン
ビ
ル
」
O
宣
昌
く
博
一
〇
の
筆
に
な
る
と
傳
え
ら
れ
る
、
も
う
一
つ
の
法

律
書
曽
舘
富
言
ω
♂
δ
胆
ご
霧
9
8
屋
房
言
臼
艮
ご
窃
お
騎
艮
卜
犀

Oq

目
8
が
現
わ
れ
た
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
こ
の
本
の
著
者
に
封
し
、
彼
は
、

來
る
べ
き
何
世
紀
も
の
た
め
に
、
法
律
的
な
著
述
の
方
法
を
確
立
し
た
と
い
う
、

最
大
の
讃
雛
を
邊
う
て
い
る
。
「
グ
ラ
ン
ビ
ル
」
が
、
「
ヘ
ン
リ
イ
一
世
の
法
」

に
比
べ
て
、
如
何
に
優
れ
、
ま
た
劃
期
的
な
著
作
で
あ
つ
た
の
か
は
、
そ
の
爾

者
を
ひ
き
く
ら
べ
て
み
る
と
き
、
よ
り
明
ら
か
な
も
の
と
な
ろ
う
。
「
ヘ
ン
リ

イ
一
世
の
法
」
が
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
地
方
的
な
諸
法
を
、
さ
し
た

る
髄
系
も
な
く
、
集
録
し
た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
、
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
を
意

味
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
ロ
ー
マ
法
、
カ
ノ
ン
法
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ク

法
等
に
訴
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
こ
れ
に

反
し
、
「
グ
ラ
ン
ビ
ル
」
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
著
し
く
輩
純
化
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
グ
ラ
ン
ピ
ル
」
は
、
右
の
如
き
比
較
法
的
方
法
に
た
よ

ら
ず
、
も
つ
ぱ
ら
、
當
時
、
英
國
の
國
王
裁
到
所
で
用
い
ら
れ
て
い
た
、
訴
訟

　
　
　
　
紹
介
と
批
騨

開
始
令
朕
の
類
型
を
紹
介
し
、
叉
こ
れ
に
註
繹
を
加
え
る
と
い
う
方
法
に
よ

り
、
書
き
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
に
關
蓮
し
て
、
「
グ
ラ
ン

ビ
ル
」
が
、
英
國
法
制
史
上
、
最
初
に
現
わ
れ
た
、
訴
訟
開
始
令
状
の
膣
系
書

で
あ
つ
た
か
、
叉
そ
の
筆
者
が
、
本
書
の
筆
を
と
つ
た
と
き
、
す
で
に
、
そ
こ

に
、
ひ
な
型
と
も
い
う
べ
き
、
他
の
訴
訟
開
始
令
欺
集
が
存
在
し
て
い
た
か
否

か
の
到
定
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
残
る
。
し
か
し
、
我
々
は
、
今
日
、
こ
の
問

題
の
答
え
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
書
物
の
公
刊
の
結
果
、
英
法
が
、
訴
訟

開
始
令
朕
の
中
に
、
そ
の
槽
威
の
源
を
見
出
す
と
い
う
理
論
が
、
確
立
さ
れ
る

に
至
つ
た
こ
と
を
、
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
「
グ
ラ
ン
ピ
ル
」
は
、
そ
の
雀
頭
に
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
も
い
う
べ
き
、

三
十
行
ほ
ど
の
文
章
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
書
全
豊
の
ス
ケ
ッ
チ
に
あ

た
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
こ
で
著
者
は
、
本
書
の
構
成
が
、
民
事
お
よ
び
刑
事

の
訴
訟
手
績
の
註
繹
、
そ
し
て
、
國
王
裁
判
所
お
よ
び
州
裁
到
所
の
訴
訟
手
綾

の
註
羅
か
ら
な
り
た
つ
て
い
る
こ
と
を
、
手
短
か
に
読
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ

5
な
記
述
は
、
約
六
十
年
前
に
書
か
れ
た
、
「
ヘ
ン
リ
イ
一
世
の
法
」
に
は
、
全

く
そ
の
痕
跡
を
止
め
な
か
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
こ
の
馳

に
着
目
し
、
「
グ
ラ
ン
ビ
ル
」
こ
そ
、
英
國
法
律
書
の
世
界
に
、
　
一
大
革
新
の

氣
蓮
を
も
た
ら
し
、
始
め
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
研
究
を
、
他
の
も
ろ
も
ろ
の

法
律
ー
ロ
ー
マ
法
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
法
、
カ
ノ
ン
法
等
ー
の
研
究

か
ら
濁
立
し
た
も
の
た
ら
し
め
た
も
の
で
あ
つ
た
と
読
明
し
て
い
る
。
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紹
介
と
批
詳

　
か
く
て
、
訴
訟
開
始
令
状
は
、
英
法
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ソ
を
な
す
の
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
が
、
英
國
法
曹
の
間
に
、
深
く
根
を
下
す
に
至
つ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
こ
そ
、
英
法
と
、
大
陸
法
と
の
根
底
に
横
わ
る
、
相
違
紬

を
、
有
辮
に
物
語
る
も
の
と
は
、
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
三
　
二
蓋
O
年
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
国
旨
9
0
昌
は
、
「
英
國
の
法
律
お
よ
び

慣
行
に
つ
い
て
」
ご
O
一
①
鴨
ぴ
窃
9
8
葛
賃
9
民
酵
皆
房
ぎ
嘘
欝
O
一
尋
巳

名
ぽ
名
の
と
題
す
る
著
作
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
、
中
世
に
お
い
て
出
版
さ

れ
た
、
最
も
重
要
な
法
律
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
現
在
の
英
法
に
お

い
て
も
、
権
威
的
典
籍
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
本

書
の
第
三
お
よ
び
第
四
章
に
お
い
て
、
右
の
如
き
ブ
ラ
ク
ト
ソ
の
著
書
お
よ

び
、
そ
の
著
者
の
人
が
ら
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　
ブ
ラ
ク
ト
ン
は
、
中
世
封
建
肚
會
に
お
い
て
、
國
王
と
、
そ
の
中
間
受
封
者

た
る
封
建
領
主
と
の
双
方
に
つ
か
え
、
終
始
、
中
央
政
府
の
職
務
に
あ
つ
た
が
、

就
中
、
王
座
お
よ
び
巡
同
裁
判
所
の
裁
判
官
を
歴
任
し
た
。
こ
の
纒
歴
は
、
彼

が
、
何
故
、
國
王
裁
到
所
の
訴
答
記
録
閲
覧
の
機
會
を
有
し
て
い
た
の
か
、
ま

た
バ
ロ
ン
戦
雫
と
い
う
、
政
治
的
紛
箏
の
時
代
に
あ
つ
て
、
な
お
、
彼
が
、
中

正
な
裁
到
に
つ
い
て
筆
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
の
二
つ
を
読
明
す
る
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

他
方
ブ
ラ
ク
ト
ン
は
、
教
會
に
あ
つ
て
も
、
高
い
地
位
を
し
め
て
い
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
彼
の
、
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
カ
ノ
ン
法
に
關
す
る
背
景
を
強
調
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
　
　
（
八
三
二
）

る
人
々
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
が
侮
職
に

つ
い
た
事
實
を
、
彼
の
師
で
あ
り
、
國
王
の
有
名
な
裁
到
官
で
あ
つ
た
、
ラ
ー

レ
イ
ミ
旨
貯
B
智
覧
包
讐
卿
が
、
有
能
に
し
て
忠
實
な
る
後
縫
者
に
、
自

己
の
寺
領
の
一
部
を
、
恩
賞
と
し
て
興
え
た
結
果
で
あ
る
と
読
明
し
、
ブ
ラ
ク

ト
ソ
の
、
い
わ
ゆ
る
カ
ノ
ソ
法
的
背
景
を
否
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ラ

ク
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
は
、
は
じ
め
に
は
ラ
ー
レ
イ
卿
の
助
手
と

し
て
、
後
に
は
、
國
王
の
裁
判
官
と
し
て
、
終
始
一
貫
、
國
王
裁
到
所
の
實
務

に
專
念
し
た
、
コ
モ
ソ
・
ロ
！
の
專
門
家
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
著
書
は
、
未
完
成
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
廣
汎
な
計
書
の
下

に
執
筆
さ
れ
、
中
世
に
お
け
る
最
も
系
統
的
な
英
法
の
著
作
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
、
本
書
の
特
色
を
考
え
る
に
、
そ
れ
は
、
左
の
如
き
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
第
一
に
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
は
、
本
書
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
法
（
特
に
ア
ゾ
の
「
・

ー
マ
法
要
綱
」
を
参
照
）
の
術
語
と
格
言
と
法
理
と
を
援
用
し
て
、
割
合
貧
弱

で
あ
つ
た
、
英
法
の
資
料
を
、
合
理
的
な
腱
制
の
下
に
、
整
序
し
よ
う
と
試
み

て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
本
書
を
、
人
、
物
、
訴
訟
の
三
編
に
分
ち
、
は
じ

め
の
二
編
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
、
英
法
の
實
膣
面
を
、
そ
し
て
、
本
書
の

頁
籔
の
大
部
分
を
し
め
る
第
三
編
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
、
手
績
面
を
論
じ

た
の
で
あ
つ
た
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
が
、
訴
訟
方
式
の
迷
路
を

通
し
て
、
法
の
二
つ
の
面
を
襲
見
し
た
こ
と
を
許
し
、
こ
れ
こ
そ
、
法
制
史
に



お
い
て
、
法
概
念
の
抽
象
化
と
い
う
立
場
か
ら
、
一
大
改
革
が
成
功
し
た
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
本
書
は
、
「
グ
ラ
ソ
ビ
ル
」
と
同
檬
、
主
と
し
て
、
訴
訟
開
始
令

状
の
方
式
の
研
究
よ
り
な
つ
て
い
る
。
更
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
本
書
が
、
英

法
上
、
始
め
て
、
裁
判
所
の
到
例
に
、
そ
の
権
威
の
撮
り
庭
を
求
め
て
著
わ
さ

れ
た
も
の
で
あ
つ
た
、
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
勿
論
、
英
法
上
、
先
例
拘
束
性

の
原
則
が
確
立
さ
れ
た
の
は
、
は
る
か
に
お
そ
く
、
十
九
世
紀
も
末
葉
に
及
ん

で
か
ら
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
、
我
々
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ソ
に
よ
る
判
例
の
使
用
に

言
及
す
る
と
き
、
そ
れ
が
、
裁
判
所
を
拘
束
す
る
意
味
で
の
灌
威
的
典
籍
と
し

て
で
は
な
く
、
軍
に
、
彼
の
法
律
書
に
、
科
學
的
・
．
實
陵
的
根
糠
を
與
え
る
た

め
に
用
い
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ブ

ラ
ク
ト
ソ
に
よ
る
、
こ
の
よ
う
な
到
例
の
引
用
は
、
當
時
の
法
曹
の
問
に
、
廣

く
判
例
に
封
す
る
關
心
を
よ
び
起
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
我
々
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
に
み
ら
れ
る
、
ロ
ー
マ
法
の
影
響
に
つ
い

て
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
彼
が
、
英
法
の
薙
然
た
る
資
料
を
、
ロ
ー
マ

法
的
に
髄
系
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
し
か
し
、
事
實
、

彼
の
ロ
ー
マ
法
に
關
す
る
理
解
が
、
い
か
な
る
程
度
の
も
の
で
あ
つ
た
か
に
つ

い
て
は
、
法
制
史
家
の
間
で
、
議
論
が
分
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
に
お

い
て
、
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
が
、
ロ
ー
マ
法
の
研
究
に
お
い
て
、

素
人
に
す
ぎ
ず
、
た
め
に
、
「
英
國
の
法
律
と
慣
習
に
つ
い
て
」
に
現
わ
れ
た
、
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ロ
ー
マ
法
の
影
響
は
、
大
し
て
重
要
で
な
い
と
極
言
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し

て
、
近
年
カ
ン
ト
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
国
Φ
ロ
β
即
昌
昌
国
㊧
旨
0
8
琶
臼
は
、
ブ
ラ
ク
ト

ン
は
、
非
常
に
優
れ
た
、
ロ
ー
マ
法
學
者
で
あ
り
、
巧
み
に
ロ
！
マ
法
の
用
語

と
構
成
と
を
用
い
て
、
英
法
を
隆
系
化
し
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
結
果
彼
の
著

作
は
、
ユ
ス
チ
ニ
ア
ン
冒
9
甘
冨
口
ま
た
彼
の
師
で
あ
る
ア
ゾ
貯
o
の
法

律
書
に
も
ま
し
て
、
整
序
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
、
全
く
逆
の
見
解
を
獲
表
し

た
。
で
は
、
何
故
英
國
の
法
制
史
家
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
ロ
ー
マ
法
に
關
す
る

素
養
に
つ
き
、
意
見
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、

こ
の
貼
の
解
答
を
、
こ
の
書
物
が
、
ブ
ラ
ク
ト
ソ
自
身
の
筆
に
な
る
も
の
で
は

な
く
、
忙
が
し
い
ブ
ラ
ク
ト
ソ
の
た
め
に
、
ま
た
彼
の
指
導
の
下
に
、
原
稿
を

代
つ
て
準
備
し
た
、
匿
名
の
編
集
者
即
①
鼠
9
a
の
筆
に
よ
り
、
ま
と
め
あ

げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
書
物
が
、

始
め
て
公
刊
さ
れ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
、
多
く
の
重
字
脱
誤
富
甘
o
鴨
碧
昌

が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
實
は
、
印
刷
術
の
獲
達
し
な
い
中
世
に

お
い
て
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
著
作
が
、
廣
く
、
筆
爲
、
加
筆
さ
れ
、
籔
多
く
の
い

わ
ゆ
る
私
製
版
が
、
現
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
｝
暦
深
刻
な
も
の
と
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
書
に
お
い
て
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド

と
、
カ
ン
ト
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
の
二
人
が
、
目
を
通
し
た
爲
本
は
、
事
實
上
、
全
く

相
蓮
す
る
内
容
と
、
形
式
と
を
備
え
た
も
の
で
あ
つ
た
に
蓮
い
な
く
、
か
つ
ブ

ラ
ク
ト
ン
の
ロ
ー
マ
法
に
關
す
る
理
解
は
、
相
嘗
な
も
の
で
あ
つ
た
と
、
結
論
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し
て
い
る
。

　
な
お
、
本
章
に
お
い
て
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ソ
が
、
「
英
國
に
お

け
る
法
律
と
慣
習
に
つ
い
て
」
の
筆
を
と
る
に
際
し
用
意
し
た
、
到
例
の
ノ
ー

ト
、
す
な
わ
ち
、
b
冨
9
0
昌
．
の
客
9
¢
ω
8
犀
に
つ
い
て
も
、
手
短
か
に
言
及

し
て
い
る
。

　
四
　
ブ
ラ
ク
ト
ソ
の
死
後
、
英
國
に
は
、
「
英
國
の
法
律
と
慣
習
に
つ
い
て
」

に
基
礎
を
お
く
、
法
律
の
小
著
作
が
現
わ
れ
た
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
こ
の
間

の
事
情
に
つ
き
、
第
四
章
の
後
牛
に
お
い
て
略
述
す
る
。

　
右
の
如
き
小
著
作
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ソ
の
大
部
な
著
書
を
要
約
し
、
又
こ
れ
に

註
漂
を
加
え
て
、
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
著
わ
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ク
ト
ソ
ヘ
の
手
引
昌
昌
9
Φ
ロ

に
は
、
ヘ
ン
ハ
ム
缶
①
罐
冨
目
の
名
を
冠
せ
ら
れ
た
、
マ
グ
ナ
旨
餌
㎎
轟
お

よ
び
パ
ル
バ
b
霞
轟
と
い
5
二
胆
の
小
著
作
が
含
ま
れ
て
い
る
。
更
に
、
後

の
時
代
と
も
な
る
と
、
ブ
ラ
ク
ト
ソ
の
原
著
に
封
し
、
よ
り
新
し
い
時
代
に
適

合
し
た
攣
更
を
加
え
、
叉
、
こ
れ
を
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
立
法
に
照
ら
し
て

當
世
化
す
る
等
の
、
斬
新
な
試
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ

ト
は
、
こ
の
よ
う
な
試
み
の
う
ち
、
特
に
、
フ
リ
イ
ー
タ
国
9
P
ソ
ー
ソ
ト

ソ
の
ス
マ
目
げ
9
暑
o
β
ポ
ω
9
β
B
帥
お
よ
び
ブ
リ
ッ
ト
ン
加
昆
詳
o
ロ
の
三
班

を
掲
げ
て
い
る
。
就
中
、
ブ
リ
ッ
ト
ソ
は
、
從
來
の
ラ
テ
ソ
語
に
代
り
、
フ
ラ

ン
ス
語
で
書
か
れ
、
ま
た
法
典
の
形
を
と
る
と
い
う
二
つ
の
特
色
を
有
し
て
い
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た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
、
當
時
の
英
國
の
法
廷
に
お
い
て
、
潜
職

に
列
り
、
ラ
テ
ン
語
を
解
す
る
奮
い
型
の
辮
護
士
に
代
り
、
俗
人
で
あ
り
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
方
を
好
む
新
し
い
型
の
辮
護
士
が
、
そ
の
籔
を
ま
し
て
き
て
い
た

こ
と
、
他
方
に
お
い
て
、
英
法
を
法
典
化
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
考
え
方
が
、

當
時
の
英
國
に
現
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
二
つ
の
興
味
あ
る
肚
會
的
背
景
を
物
語

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
五
　
ラ
テ
ソ
語
か
ら
、
フ
ラ
ソ
ス
語
へ
の
攣
遽
、
こ
れ
は
ま
た
、
法
律
書
の

刊
行
の
分
野
に
、
新
時
代
が
登
場
し
た
こ
と
を
也
．
泌
木
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
す

な
わ
ち
、
十
四
世
紀
も
牛
ば
を
過
ぎ
る
と
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
幅
廣
く
、
優
れ
た

著
作
が
、
訴
訟
手
績
に
關
す
る
、
よ
り
限
定
さ
れ
、
か
つ
内
容
の
お
と
つ
た
研

究
に
よ
り
、
お
き
か
え
ら
れ
る
と
い
う
現
象
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程

は
、
結
局
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
吋
Φ
胃
加
8
器
の
刊
行
へ
と
導
か
れ
る
の

で
あ
る
が
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
本
書
の
第
五
章
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ク
ト
ソ
か

ら
、
イ
ヤ
i
・
ブ
ッ
ク
ス
ヘ
の
過
渡
期
に
現
わ
れ
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
小
著

作
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
代
を
特
徴
づ
け
る
最
大
の
現
象
は
、
コ
モ
ソ
・
ロ
！
と
、
カ
ノ
ン
法

の
分
離
、
そ
し
て
コ
モ
ソ
・
β
ー
教
育
の
技
術
化
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
す

な
わ
ち
、
十
三
世
紀
も
末
葉
と
も
な
る
と
、
從
來
、
國
王
の
裁
剣
官
の
大
部
分

を
し
め
て
い
た
、
信
職
を
衆
ね
た
裁
到
官
達
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
い
わ
ゆ

る
イ
ソ
ズ
・
オ
ブ
・
コ
ー
ト
出
身
の
、
從
つ
て
、
コ
モ
ソ
・
ロ
i
以
外
の
知
識



を
持
た
な
い
裁
到
官
達
に
よ
つ
て
お
き
か
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
國
王
の
裁
判

所
を
離
れ
た
、
聖
職
者
の
法
學
者
達
は
、
も
つ
ぱ
ら
、
大
學
に
お
い
て
、
ロ
ー

マ
法
お
よ
び
カ
ノ
ソ
法
の
講
義
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
5
な
時
代
の
趨

勢
を
反
映
し
て
、
當
時
の
俗
人
法
律
家
に
よ
り
、
廣
く
用
い
ら
れ
た
著
作
に
、

ブ
レ
ヴ
ィ
ア
・
プ
ラ
キ
タ
ー
タ
国
お
く
宣
国
器
一
蜜
雷
と
呼
ば
れ
る
、
法
律

書
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
律
事
務
家
の
日
常
の
便
に
供
す
る
た
め
に
執
筆
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
訴
訟
開
始
歌
巧
艮
甘
訴
状

①
目
8
筍
目
①
暮
一
口
頭
辮
論
臼
毘
覧
Φ
毘
言
㎎
そ
し
て
防
禦
富
諭
μ
8
の

方
式
の
難
然
た
る
、
羅
列
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
に

み
ら
れ
た
如
き
、
科
學
的
の
分
類
も
、
氏
た
方
式
に
關
す
る
解
読
も
見
う
け
ら

れ
ず
、
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
を
、
今
日
の
観
馳
か
ら
し
て
、
法
律
の
教
科
書
の

一
つ
と
考
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
す
な
わ
ち
、
我
々
は
、
こ
の
本
の
出
現

に
よ
つ
て
、
ブ
ラ
ク
ト
ソ
以
來
の
、
科
學
的
な
法
律
に
關
す
る
分
析
的
な
研

究
方
法
が
、
一
切
放
郷
さ
れ
た
の
を
知
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
後
、
英
國
の

法
律
書
は
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
に
見
ら
れ
る
如
き
、
到
例
集
の
方
向
へ
と
進

ん
で
行
く
の
で
あ
る
が
、
ブ
レ
ヴ
ィ
ア
・
プ
ラ
キ
タ
ー
タ
に
お
い
て
は
、
ま

だ
、
方
式
に
加
え
て
、
現
實
の
到
決
例
を
、
し
ば
し
ば
引
照
す
る
と
い
う
慣
行

は
、
充
分
確
立
さ
れ
て
お
ら
な
い
。

　
家
に
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
右
と
關
蓮
し
た
著
作
と
し
て
、
コ
：
ト
・
バ
ロ

ソ
0
8
詳
b
臼
0
7
國
王
の
訴
訟
津
＄
9
夢
⑦
9
0
毛
劇
ノ
バ
エ
・
ナ
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ラ
ツ
ィ
オ
ネ
ス
Z
o
＜
器
2
螢
旨
魯
6
昌
霧
等
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
れ
ら

は
、
い
ず
れ
も
、
當
時
の
實
際
的
な
要
求
に
答
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
方
式
書

で
あ
つ
て
、
あ
る
い
は
、
裁
到
所
の
手
績
に
つ
き
、
あ
る
い
は
訴
答
の
爲
し
方

に
つ
き
、
そ
の
要
式
の
あ
り
方
を
読
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
種
の
方
式
書
の
う
ち
で
、
特
色
あ
る
も
の
に
、
カ
ス
ス
・
プ
ラ
キ
ト
ー

ル
ム
O
霧
拐
頃
蟹
o
客
o
旨
日
と
呼
ば
れ
る
一
書
が
あ
る
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト

は
、
こ
れ
を
、
中
世
の
イ
ソ
ズ
・
オ
ブ
・
コ
ー
ト
に
お
い
て
、
實
際
に
用
い
ら

れ
た
、
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
の
一
種
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ

に
は
、
訴
訟
事
件
と
成
立
せ
し
め
る
の
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
、
も
ろ
も
ろ
の

事
實
關
係
お
よ
び
、
こ
れ
に
封
す
る
裁
到
官
の
抽
象
的
な
意
見
等
が
並
べ
て
記

述
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
の
著
作
を
も
つ
て
、
今
日
の
ヶ
ー

ス
・
ブ
ッ
ク
と
混
同
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
我
々
は
、

ケ
！
ス
を
讃
む
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
一
般
的
な
法
原
則
を
抽
出
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ヶ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
を
使
用
す
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
ヵ
ス

ス
・
プ
ラ
キ
ト
ー
ル
ム
は
、
既
に
頭
の
中
に
あ
る
、
法
原
則
を
、
與
え
ら
れ
た

事
實
關
係
に
適
用
し
て
、
議
論
を
進
め
、
ま
た
そ
の
進
め
方
を
教
え
る
た
め
の

教
科
書
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
十
三
世
紀
に
お
い
て
、
英
法
を
、
組
織
立
て
て
読
明
し
よ
う
と
す

る
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
以
來
の
傳
統
は
、
全
く
見
失
わ
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
否
、
こ
の
離
に
關
し
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
フ
エ
ト
・
ア
サ
バ
ア
閂
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
（
八
三
五
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
誇

卜
o

o
固
く
曾
お
よ
び
、
モ
ー
ド
ス
・
コ
ソ
ポ
ネ
ソ
デ
ィ
・
ブ
レ
ピ
ヤ
旨
鼠
岳

O
o
目
容
器
昌
臼
国
お
く
昼
と
名
づ
け
ら
れ
る
、
匿
名
の
法
律
家
の
手
に
な
る
、

二
珊
の
小
著
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
彼
達
は
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
如
く
、
ロ
ー
マ

法
に
な
ら
つ
て
、
英
法
を
膿
系
化
す
る
こ
と
は
行
わ
な
か
つ
た
。
そ
の
代
り

に
、
彼
蓮
は
、
英
法
濁
自
の
立
場
か
ら
、
そ
し
て
、
英
國
裁
鋼
所
の
用
語
で
あ

る
、
フ
ラ
ソ
ス
語
を
用
い
て
、
英
法
に
封
し
、
理
論
的
構
成
を
與
え
よ
う
と
努

力
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
達
は
、
令
状
と
い
う
救
濟
の
膣
制
の
上
に
、

英
法
を
基
礎
づ
け
る
場
合
、
も
早
や
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
如
く
、
ロ
ー
マ
の
人
的

訴
訟
な
ら
び
に
物
的
訴
訟
の
旺
別
に
よ
ら
ず
、
國
王
の
訴
訟
と
、
不
動
産
に
關

す
る
訴
訟
と
い
う
、
英
國
濁
自
の
分
類
方
法
に
た
よ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
我
々
は
、
英
法
の
科
學
的
な
著
述
へ
の
、
新
し
い
第
一
歩
（
本
章

の
表
題
寄
Φ
9
劇
①
管
巨
昌
晩
を
参
照
）
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最

終
章
に
お
け
る
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
の
記
述
は
、
英
國
の
法
曹
が
、
こ
の
よ
う
な

方
向
を
と
ら
ず
、
か
つ
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
死
去
と
と
も
に
、
法
律
文
献
の

形
態
が
、
よ
り
難
然
と
し
て
、
未
組
織
の
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
の
歌
態
へ
と
、

分
解
し
て
行
く
の
を
教
え
て
く
れ
る
。

　
六
　
十
三
世
紀
末
葉
か
ら
、
十
五
世
紀
に
至
る
問
を
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、

イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
の
時
代
と
呼
び
、
特
に
一
章
を
起
し
て
、
本
書
の
結
び
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
法
律
書
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か

に
、
リ
ッ
ト
ル
ト
ン
目
ど
9
器
留
＝
詳
ぽ
ε
昌
の
「
土
地
法
論
」
目
霞
5
霞
霧
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や
、
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ユ
ー
国
o
濤
①
8
ロ
①
の
「
英
法
讃
美
論
」
U
①
宣
q
＆
ご
霧

一
禮
ロ
日
毎
躍
一
猷
の
お
よ
び
「
王
政
論
」
窯
o
轟
器
げ
冨
等
が
籔
え
ら
れ
る
が
、

英
國
法
曹
の
間
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
傳
統
を
維
持
す
る
の
に
、
最
も
力
の
あ
つ

た
の
は
何
か
と
問
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
イ
ヤ
i
・
ブ
ッ
ク
ス
を
お
い
て
ほ
か

に
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
が
、
誰
に
よ
り
、
い
か
に
し
て
、
そ
し
て
何
を
目
的
と

し
、
ま
た
如
何
な
る
内
容
を
も
つ
て
書
か
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
法
制
史
家

に
と
り
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
本
章

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
質
問
に
明
解
な
解
答
を
輿
え
て
い
る
。

　
第
一
に
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
と
は
、
誰
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う

黙
に
つ
い
て
は
、
未
だ
議
論
が
分
れ
て
い
る
。
あ
る
者
は
、
こ
れ
を
、
學
生
の

手
に
な
る
も
の
と
考
え
、
ま
た
他
の
あ
る
者
は
、
こ
れ
を
、
上
級
法
廷
辮
護
士

の
弟
子
冒
艮
◎
誘
（
曾
9
唱
O
ロ
註
o
霧
）
ε
甘
⑦
器
昌
＄
暮
の
筆
に
な
る

も
の
と
説
明
し
て
い
る
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
本
章
に
お
い
て
、
こ
の
黙
に
つ

い
て
の
明
確
な
る
解
答
を
得
る
た
め
に
は
、
我
々
は
、
中
世
の
法
曹
の
構
成
に

つ
き
、
よ
り
多
く
の
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
述
べ
な
が
ら
も
、
な
お
彼
自
身

の
考
え
と
し
て
、
教
授
と
學
生
と
の
中
間
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

b
唇
昌
占
8
呂
曾
の
概
念
の
可
能
性
に
つ
い
て
主
張
す
る
も
の
の
如
く
で
あ

る
。

　
第
二
に
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
は
、
い
か
に
し
て
作
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
問
題



に
封
し
て
は
、
ド
ウ
ナ
ム
U
口
昌
冨
目
教
授
が
、
大
英
博
物
館
の
藏
書
の
裏
う

ち
か
ら
、
法
廷
の
経
過
を
ノ
ー
ト
し
た
、
籔
枚
の
羊
皮
紙
を
畿
見
し
た
と
い
う

事
實
に
よ
り
、
既
に
、
よ
り
明
確
な
解
答
が
與
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

法
廷
で
審
理
の
傍
慰
を
許
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
宅
甘
犀
霊
魯
臼
は
、
そ
の

経
過
を
、
あ
り
合
せ
の
羊
皮
紙
の
切
れ
は
し
に
書
き
つ
け
た
に
違
い
な
い
。
次

に
、
彼
は
、
こ
れ
を
、
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
の
形
で
清
書
し
て
、
關
係
者
の
閲
覧
に

供
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
こ
の
間
に
お
い
て
、
一
人
の
人
に
よ
り
用
意
さ
れ

た
ノ
ー
ト
が
、
他
の
同
じ
よ
う
な
職
業
の
人
に
よ
つ
て
清
書
さ
れ
た
こ
と
も
充

分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
が
、
手
か
ら
手
へ
と
移
轄

す
る
に
つ
れ
、
そ
の
中
の
資
料
の
多
く
は
、
今
日
我
々
が
知
る
如
き
、
イ
ヤ
ー

・
ブ
ッ
ク
ス
の
形
で
整
理
さ
れ
、
公
刊
さ
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
と
は
、
い
か
な
る
内
容
を
有
し
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
と
は
、
英
國
中
世
の
到
例
集
で
あ
り
、
そ

れ
は
十
三
世
紀
末
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
時
代
か
ら
、
ヘ
ソ
リ
ー
八
世
の
治
世
（
一

五
三
六
年
頃
）
ま
で
、
纈
績
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
辮
護

士
と
到
事
と
の
問
答
に
重
馳
を
お
い
て
編
集
さ
れ
て
お
り
、
實
際
の
判
決
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
言
及
が
な
さ
れ
て
お
ら
ぬ
こ
と
も
し
ば
し
ぽ
で
あ
つ

た
。
こ
れ
は
営
時
の
辮
論
手
績
の
關
係
に
も
よ
る
が
、
同
時
に
、
當
時
未
だ
、

判
例
に
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
な
か
つ
た
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
攻
に
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
の
内
容
の
攣
遷
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
治
世
に
お
い
て
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
の
編

集
者
達
は
、
も
つ
ぱ
ら
、
新
し
い
事
件
に
封
庭
し
て
、
上
級
法
廷
辮
護
士
達
が

く
り
ひ
ろ
げ
た
、
口
頭
辮
論
と
、
そ
れ
に
答
え
て
護
表
さ
れ
た
裁
到
所
の
法
律

意
見
と
を
、
要
約
し
て
、
法
曹
に
紹
介
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
こ
に
は
、
牧
録

す
る
到
例
を
特
定
の
巡
同
裁
到
匠
に
限
定
す
る
と
い
う
以
外
に
、
な
ん
ら
編
隼

上
の
理
論
は
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
ま
た
到
例
の
獲
表
を
統
一
し
た
企
書
の
下
に

行
う
べ
ぎ
努
力
も
彿
わ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
こ
れ

ら
初
期
の
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
が
、
非
常
に
、
選
揮
さ
れ
、
か
つ
重
要
な
法
律

上
の
雫
馳
を
含
ん
だ
判
例
の
み
を
、
し
か
も
要
約
し
て
牧
録
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
は
、
有
能
な
法
律
家
の
筆
に
な
つ
た
も
の
に
相
違
・
．
嫉
い
と
結
論
し

て
い
る
。
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
の
第
二
期
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
ニ
世
の
治
世
に
始

ま
る
。
こ
の
時
代
の
イ
ヤ
：
・
ブ
ッ
ク
ス
は
前
の
時
代
9
て
れ
に
比
べ
、
籔
も

非
常
に
多
く
、
か
つ
そ
の
内
容
も
、
要
約
の
み
で
は
な
く
、
法
廷
の
辮
論
を
、

そ
の
ま
ま
忠
實
に
報
告
す
る
も
の
と
攣
つ
て
來
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
と
も

な
る
と
、
イ
ヤ
i
・
ブ
ッ
ク
ス
は
、
現
代
の
無
味
乾
燥
な
判
例
集
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
、
法
廷
闘
雫
に
ま
つ
わ
る
面
白
さ
を
瀟
載
し
た
、
文
學
と
い
つ
た

も
の
に
近
づ
い
て
來
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
よ
り
多
く
の
か
つ
忠

實
な
報
告
へ
の
傾
向
は
、
十
五
世
紀
、
特
に
リ
チ
ャ
ー
ド
ニ
世
の
治
世
に
お
い

て
は
、
再
び
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
の
中
よ
り
、
そ
の
姿
を
浸
す
る
の
で
あ
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⑤
。
す
な
わ
ち
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
は
、
そ
の
第
三
期
に
お
い
て
、
牧
録
す

る
判
例
の
籔
を
い
ち
じ
る
し
く
減
じ
、
か
つ
そ
の
内
容
も
、
よ
り
眞
面
目
で
、

重
要
な
法
律
間
題
に
關
す
る
、
形
を
整
え
た
裁
到
官
蓮
の
論
雫
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
も
の
へ
と
攣
質
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
の
文
献
は
、
イ
ヤ
；
・
ブ
ッ

ク
ス
の
公
刊
が
完
全
に
統
一
さ
れ
た
企
書
の
元
に
、
多
分
一
人
の
報
告
者
の
手

に
よ
つ
て
、
進
め
ら
れ
て
い
つ
た
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
か

ら
、
我
々
は
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
が
次
第
に
、
一
般
的
な
讃
み
物
か
ら
實
務

家
の
實
際
の
便
に
供
す
る
到
例
集
へ
と
護
展
し
て
き
た
と
、
考
え
る
こ
と
も
許

さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
我
々
は
、
イ
ヤ
：
・
ブ
ッ
ク
ス
公
刊
の
目
的
、
お
よ
び
そ
の
意
義

に
つ
き
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
一
つ
の
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
は
、
現
代
の
到
例
集
の
如
く
、
そ
の
槽

威
が
、
後
の
事
件
で
拘
束
力
を
も
つ
先
例
を
隻
録
す
る
た
め
に
、
書
か
れ
た
も

の
で
は
な
か
つ
た
。
次
に
、
前
述
の
如
く
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
年

代
と
と
も
に
攣
遷
し
た
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。
初
期
の
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
は

口
頭
辮
護
の
た
め
の
ハ
ソ
ド
・
ブ
ッ
ク
の
如
き
様
態
を
呈
し
て
い
た
。
次
に
そ

の
目
的
は
、
杜
會
の
卓
越
し
た
法
廷
辮
論
に
封
す
る
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ヅ

ク
な
興
味
を
満
足
さ
せ
る
も
の
へ
と
墜
つ
て
い
つ
た
。
そ
し
て
、
十
五
世
紀
に

至
る
や
、
再
び
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
は
、
法
律
實
務
家
の
實
際
の
役
に
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
編
集
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
も
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求
葉
に
及
ぶ
と
、
印
刷
術
の
獲
達
に
と
も
な
い
、
イ
ヤ
：
・
ブ
ッ
ク
ス
ヘ
の
要

末
は
、
よ
り
大
な
る
も
の
と
な
り
、
か
つ
、
法
曹
の
間
で
、
三
十
年
、
五
十
年

以
前
の
到
例
を
参
照
す
る
必
要
性
が
、
討
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
來
た
。
こ

こ
に
、
英
國
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
そ
の
確
固
た
る
基
礎
を
、
イ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク

ス
の
中
に
見
出
し
、
ま
た
、
こ
こ
に
、
英
法
固
有
の
原
理
で
あ
る
、
先
例
拘
束

性
の
原
理
は
、
そ
の
護
展
の
兆
し
を
見
出
す
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の

事
情
を
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
左
の
如
き
言
葉
を
も
つ
て
読
明
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
暗
黒
時
代
に
あ
つ
て
、
英
法
の
縫
績
性
を
維
持
し
た
の
は
、
イ
ヤ

　
ー
・
ブ
ッ
ク
ス
で
あ
つ
た
。
そ
こ
に
は
、
確
か
に
、
ブ
ラ
ク
ト
ソ
と
い
う
太

　
陽
の
光
が
あ
り
、
叉
リ
ッ
ト
ル
ト
ソ
と
い
う
月
影
が
あ
り
、
あ
る
季
節
に
は
、

　
一
つ
の
光
明
を
投
げ
か
け
て
き
た
。
し
か
し
、
他
の
よ
り
長
い
季
節
の
間
、

　
英
國
の
法
律
家
は
、
名
も
知
れ
ぬ
星
の
、
あ
わ
い
光
を
た
よ
り
に
、
歩
み
を

　
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
〔
中
略
〕
科
學
と
い
つ
た
も
の
は
殆

　
ん
ど
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
英
法
は
、
が
ん
こ
に
、
そ
の
目
を
、
ロ
ー
マ

　
法
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
輝
か
し
い
頁
か
ら
そ
ら
せ
、
そ
し
て
、
孤
立
し
、
俗

　
人
間
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
フ
ラ
ソ
ス
語
（
大
攣
な
フ
ラ
ソ
ス
語
で
は
あ
つ
た

　
が
）
に
た
よ
り
な
が
ら
、
自
己
の
途
を
、
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
ん
で
來
た
の
で
あ

　
つ
た
。
」

　
七
　
本
書
は
、
洗
錬
さ
れ
た
筆
さ
ば
き
と
、
該
博
な
知
識
と
に
よ
つ
て
書
か

れ
た
、
初
期
の
英
法
文
献
へ
の
入
門
書
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
本
は
、
い
わ
ゆ



る
文
献
の
本
文
批
判
宏
図
言
巴
o
鼠
窪
o
駐
日
（
色
々
な
丈
献
を
考
謹
し
て
、
正

し
い
原
典
を
見
出
そ
う
と
す
る
碑
究
）
へ
の
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
有
盆
な
手

引
と
も
考
え
ら
れ
る
。
更
に
著
者
は
、
本
書
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
中
世
英
國

の
法
律
制
度
に
關
す
る
著
述
を
、
ロ
ー
マ
法
や
カ
ノ
ソ
法
の
そ
れ
と
の
封
比
に

お
い
て
読
明
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
書
は
、
中
世
史
や
、
ま
た
吐
會
學

の
研
究
者
に
と
つ
て
も
、
興
味
深
い
著
作
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
』
以
上
の

観
貼
か
ら
し
て
、
私
は
本
書
を
、
英
國
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
比
較
研
究
す
る
者
に

と
り
、
座
右
の
書
の
一
つ
に
加
え
る
べ
き
、
近
年
ま
れ
な
優
れ
た
著
作
で
あ
る

と
考
え
た
い
。

　
な
お
、
著
者
は
、
十
五
世
紀
の
法
律
文
献
を
解
読
す
る
に
際
し
、
ホ
ー
ル
ズ

ウ
ァ
ー
ス
缶
o
一
留
≦
o
昌
げ
が
、
英
法
に
お
け
る
罐
威
的
典
籍
の
一
つ
に
敷
え

て
い
る
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
：
に
つ
い
て
全
く
言
及
せ
ず
、
ま
た
同
じ
時
代
の
偉

大
な
文
献
、
す
な
わ
ち
、
リ
ッ
ト
ル
ト
ン
の
「
土
地
法
論
」
に
つ
い
て
も
、
数

行
の
読
明
を
加
え
る
に
止
ま
る
。
こ
れ
は
、
本
書
が
、
短
い
時
間
を
限
つ
て
行

わ
れ
た
、
記
念
講
演
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
當
然
豫
期
さ
れ
る
結

果
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
は
、
も
し
著
者
が
將
來
、
本
書
の
改

版
を
豫
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
献
に
封
す
る
、
よ
り

完
全
な
解
説
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
規
威
）

紹
介
と
批
評

一
一

（
八
三
九
）


